
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

財
　
源

各小学校５年生が、浜辺での集団宿泊活動や自然活動を体験するため体験プログラムが充実し
た「とちぎ海浜自然の家」にて体験学習を実施した。なおこの際の送迎バスはすべて町が委託し
た。

どのような成果が現れます（現れました）か？

海の自然体験活動や団体生活の経験を通して、児童相互の人間関係を深め、豊かな心の醸成と
学習活動の充実を図る。送迎バスを借上げることにより、保護者の負担を軽減し、児童の参加を促
せる。

海無し県の栃木県での貴重な生涯学習施設であり、児童がこの施設集団活動を実施したことによ
り、友人との連帯感や人間関係が深まった。さらに、バス代を町が支出したことにより、保護者の経
費負担軽減につながった。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額

事務事業名

細　節

使用料及び賃借料

自然教室事業

実
績

担当部課 こどもみらい課
担　当 学校教育担当

サブリーダー

計
画

小学5年生を対象に、学校教育活動の一環として、とちぎ海浜自然の家での宿泊活動を実施す
るにあたり、送迎バスを借上げ、事業の実施を支援する。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

参加児童数（平成２０年度４年生見
込数）

２９９人 ３０３人

使用料及び賃借料 1,218,000

金　額

特　記　事　項

平成21年度までは県市町村総合交付金で県補助があるが、平成22年度から廃止予定。

1,003,800

1,003,800

特　記　事　項

特　記　事　項

バス１０台（大型8台、中型2台）

1,218,0001,218,000

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

10－01－02－003－05－03

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

使用料及び賃借料 1,218,000

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

1,003,800

計　画

1,218,000

1,218,000

実　績

250,000

753,800

0

1,218,000

市町村総合交付金

250,000


